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卒
業
・
修
了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
年
度
卒
業
を
迎
え
た
硯
心
会
会
員
お
よ

び
新
硯
心
会
会
員
か
ら
、学
部
代
表
（
理
事
）

１
名
、
教
職
大
学
院
修
了
生
１
名
、
修
士
課

程
修
了
生
１
名
に
、
代
表
し
て
卒
業
を
迎
え

て
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
活
躍
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　

（
事
務
局
）

　

２
０
２
１
年
度
卒
業
・

　

新
理
事
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

70
期
理
事　

久く

ぼ

さ

お

り

保
彩
織

　

こ
の
度
、
70
期
の
理
事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
久
保
彩
織
と
申
し
ま
す
。

　

学
部
生
の
間
、
硯
心
会
の
先
輩
の
皆
様
に

は
、
作
品
・
展
示
な
ど
の
様
々
な
場
面
に
お

い
て
ご
批
評
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
活
動
が
難
し
い
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
の
時
々
に
、
ご
案
じ
く
だ
さ

い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
・
書
道

専
攻
卒
業
生
の
一
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら

硯
心
会
の
発
展
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
こ
と
が
多
々

あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

教
職
大
学
院
修
了
に
変
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

68
期　

林　

美
月

　

こ
の
度
、
教
職
大
学
院
の
書
道
教
育
サ

ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
Ｂ
類
書
道
科
に
入
学
し
て
以

来
、
６
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
先
生
方

を
は
じ
め
、
硯
心
会
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
東
京
都
の
公
立
中
学
校
の
教

員
と
し
て
、
大
学
で
の
貴
重
な
学
び
を
生
か

し
て
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

修
士
修
了
に
寄
せ
て 

68
期　

郡
司
健
太
郎

　

今
春
、
修
士
課
程
を
修
了
し
た
郡
司
健
太

郎
と
申
し
ま
す
。
書
道
専
攻
卒
業
後
、
博
物

館
学
の
研
究
室
へ
進
学
し
、
書
の
鑑
賞
に
つ

い
て
研
究
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
と
高

校
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
も
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　

在
学
中
、硯
心
展
や
学
芸
展
に
も
参
加
し
、

先
輩
方
の
存
在
の
大
き
さ
を
切
に
感
じ
る
二

年
間
で
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

❖

 
特
別
寄
稿

 

書
道
文
化
の
魅
力
、
広
く
国
民
に

22
期　

長
野
秀
章

 

今
年
６
月
施
行
の
改
正
文
化
財
保
護
法
に

よ
り
、
無
形
文
化
財
な
ど
に
新
た
に
登
録
制

度
が
設
け
ら
れ
、「
生
活
文
化
」
と
し
て
の

書
道
に
つ
い
て
も
無
形
文
化
財
に
登
録
が
可

能
と
な
っ
た
。
登
録
無
形
文
化
財
に
は
、
そ

れ
を
保
護
、
継
承
し
て
い
く
「
保
持
団
体
」

が
必
要
と
な
る
が
、
８
月
に
「
日
本
書
道
文

化
協
会
」
が
設
立
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
日
常
生
活
と
手
書
き
文
字
や

書
道
の
関
係
が
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
昨

今
、
書
道
界
に
と
っ
て
登
録
無
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
朗
報
で
あ
っ
た
。

　

人
類
に
と
っ
て
書
道
は
人
の
思
い
、
心
を

伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ま
た
書
道
芸
術
と

し
て
人
間
の
生
活
と
密
な
関
係
で
発
展
し
継

承
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
毛
筆
を

使
用
し
た
広
告
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
、
活
字
に
は
な
い
毛
筆
が
醸
し
だ
す
「
温

も
り
」
や
人
々
を
引
き
つ
け
る
「
訴
求
力
」

が
書
道
の
魅
力
の
一
つ
と
言
っ
て
も
い
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

書
道
と
い
う
日
本
の
伝
統
文
化
は
、
先
人

た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
今
ま
さ
に
書
道
を

学
ば
れ
て
い
る
愛
好
家
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
、
現
在
ま
で
存
続
し
続
け
て
き
た
。
し
か

し
、
書
道
人
口
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
現

状
を
鑑
み
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
書
道
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
は
、
現
在
、
書
道
塾
に
通
わ
れ

て
い
る
方
々
や
書
道
に
関
心
が
あ
る
方
々
に
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し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ど
ん
な
に
お
い
し
い

料
理
で
も
、
一
度
は
食
べ
て
も
ら
わ
な
い
こ

と
に
は
お
い
し
さ
は
伝
わ
ら
な
い
の
と
同
じ

こ
と
で
、
い
く
ら
書
道
文
化
は
素
晴
ら
し
い

と
言
っ
て
も
少
し
で
も
体
験
し
て
い
た
だ
か

な
い
こ
と
に
は
、
広
く
国
民
に
周
知
さ
れ
て

い
か
な
い
。

　

日
本
書
道
文
化
協
会
と
し
て
国
民
に
書
道

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
従

来
の
よ
う
な
書
道
展
を
開
催
す
る
の
と
同
時

に
、
各
書
道
団
体
の
垣
根
を
越
え
て
、
今
ま

で
書
道
文
化
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
ま
た

書
道
そ
の
も
の
に
あ
ま
り
関
心
が
無
か
っ
た

国
民
に
向
け
て
、
様
々
な
場
所
で
書
道
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ネ
ッ
ト
交
流
サ
ー
ビ
ス
）
で
発
信
す
る
な

ど
、
団
体
設
立
の
趣
旨
に
「
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
創
造
と
発
展
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現

代
社
会
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
形
で

書
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
国
民
に
周
知
し

て
も
ら
う
よ
う
な
活
動
も
こ
れ
か
ら
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
ま
さ
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
文
字

文
化
、
と
り
わ
け
毛
筆
に
よ
る
先
人
た
ち
の

日
常
の
表
現
な
ど
は
、
今
一
定
の
保
護
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
森
貝
塚
で
有
名
な

モ
ー
ス
が
日
本
の
江
戸
、
明
治
初
期
の
看
板

写
真
を
購
入
し
、
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
っ
た

こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
に
あ
る

日
常
の
文
字
文
化
の
重
要
性
を
広
く
国
民
に

訴
え
て
い
く
活
動
も
こ
の
協
会
の
仕
事
の

一
つ
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
整

理
、
研
究
す
る
人
材
の
育
成
な
ど
書
道
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を
多
角
的
に
見
た
時
、
従
来
の

書
道
史
だ
け
で
は
な
く
書
道
文
化
史
的
な
研

究
な
ど
に
も
手
を
広
げ
る
時
期
に
来
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

の
度
の
登
録
無
形
文
化
財
へ
の
登
録
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
書
道
界
全
体
が
一
致
団
結

し
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
構
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（
毎
日
新
聞

２
０
２
１
年
11
月
18
日
号
よ
り
転
載
）

❖

２
０
２
１
年
度
春
季
理
事
会
報
告

　

 
 
 
 
 

日 

時 

２
０
２
２
年
３
月
21
日
（
月
）

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 　

14
時
～
16
時

　

 
 
 
 
 
 

場 

所 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

１
～
４
記
載
省
略

５　

報
告
お
よ
び
審
議

　

報
告
事
項

　

① 

第
40
回
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て

 
 
 
 　

　
　
　
　
　

 

（
殿
村
美
奈
子
部
長
）

　

出
品
者
数　

１
２
７
名
（
前
回
展
74
名
）

作
業
分
担　

記
載
省
略

総
来
場
者
数　

約
８
２
０
名

▼
変
更
点
、
反
省

・
作
品
集
を
表
紙
２
色
刷
に
し
、
１
ペ
ー
ジ　

 

に
３
点
掲
載
し
、
題
名
、
サ
イ
ズ
も
掲
載 

 

と
し
た
。

・
搬
入
方
法
の
検
討
が
必
要
。

　

② 

第
45
回
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い
て　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

（
西
澤　

憂
部
長
）

　

出
品
団
体
数　

１
１
５
団
体
（
14
団
体
増
）

　

総
出
品
点
数　

９
２
８
４
点（
１
５
６
６
点
増
）

▼
変
更
点
、
反
省

・
表
彰
式
は
郵
送
に
よ
る
授
与
と
し
た
。

・
審
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
。

・
作
品
受
付
方
法
（
局
留
め
）
に
つ
い
て
は
、 

 

引
き
続
き
周
知
を
は
か
り
た
い
。

　

③ 

本
部
事
務
局
よ
り
（
草
津
祐
介
）

・
合
同
同
窓
会
は
延
期
と
な
っ
た
。

　

④ 

会
計
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
→
承
認

　

⑤ 

交
流
展
に
つ
い
て
（
後
援
事
業
）

　

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
影
響
に
よ
り

延
期
と
な
っ
た
。

　

⑥
そ
の
他

　

書
展
部
に
込
山
誉
実
、
学
芸
展
部
に
久
保
彩

織
、
望
月
歩
佳
（
敬
称
略
）
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
。（
加
藤
泰
弘
理
事
長
）

　

審
議
事
項

　

①
２
０
２
２
年
度
以
降
の
行
事
に
つ
い
て

 
 
 　

　
　
　
　
　
　
　

 

（
加
藤
泰
弘
理
事
長
）

・
８
月
27
日
に
合
同
同
窓
会
を
開
催
予
定
。（
新 

 

型
コ
ロ
ナ
流
行
の
状
況
に
よ
る
）

・
同
期
展
は
32
期
福
田
み
ど
り
理
事
の
期
に
お

 

願
い
し
た
い
。

・
特
別
展
示
は
今
年
度
は
お
こ
な
わ
な
い
。

・
各
地
域
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
卒
業
生
に

 

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
企
画
を
お
こ
な
っ
て
い

 

き
た
い
。
作
品
と
と
も
に
教
育
方
面
で
の
活

 

躍
、
地
域
貢
献
等
も
わ
か
る
よ
う
に
展
示
し

 

て
い
き
た
い
。

・
会
則
第
５
条
に
あ
る
講
演
会
を
実
施
し
た
い
。

・
学
芸
書
道
全
国
展
表
彰
式
に
お
い
て
、
過
去

 

に
最
高
賞
を
受
賞
し
た
学
生
で
東
京
学
芸
大

 

学
に
進
学
し
、
教
員
と
し
て
活
躍
し
、
学
生

 

が
学
芸
書
道
全
国
展
に
出
品
し
て
い
る
と
い

 

う
方
に
話
を
し
て
も
ら
う
機
会
を
儲
け
た
い
。

・
硯
心
会
書
展
の
展
示
業
者
と
し
て
牧
野
商
会

 

を
依
頼
を
し
た
い
。

・
展
示
場
所
は
今
年
度
と
同
様
。
企
画
展
を
実

 

施
し
た
壁
で
同
期
展
、
地
域
の
卒
業
生
の
企

 

画
を
展
示
し
た
い
。

→
詳
細
は
理
事
長
委
任
で
承
認
。

　

② 

第
41
回
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て

　

 
 
 　

　
　
　
　
　
　

 

（
殿
村
美
奈
子
部
長
）

・
本
年
度
か
ら
大
き
な
変
更
は
な
い
。

・
出
品
料
の
支
払
い
先
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
。
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・
本
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
、「
諸
注
意
」
の
部

 

分
に
文
章
を
加
え
て
い
る
。

・
表
装
の
価
格
表
が
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
変 

 

わ
っ
て
い
る
。

→
承
認

　

③ 

第
46
回
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い
て　

・
本
年
度
か
ら
大
き
な
変
更
は
な
い
。

・
作
品
サ
イ
ズ
等
の
追
加
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

 

作
業
の
関
係
上
、
増
や
す
こ
と
は
慎
重
に
し

 

た
い
。

・「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
も

 

申
請
す
る
が
許
可
は
で
な
い
と
記
載
が
で
き

 

な
い
た
め
、
要
項
発
送
時
は
記
載
を
し
な
い
。

意
見
・
質
問

・
文
部
科
学
大
臣
賞
の
授
与
に
つ
い
て
は
、
第

 

45
回
展
で
授
与
し
た
こ
と
は
記
載
可
能
で
は

 

な
い
か
。
→
挨
拶
文
の
な
か
で
記
載
す
る
。

・
上
位
賞
、
と
く
に
最
高
賞
の
表
装
が
悲
し
く

 

な
る
も
の
だ
っ
た
。
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

→
他
の
賞
と
表
装
の
ラ
ン
ク
を
大
き
く
か
え

 

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
出
品
い
た
だ
く

 

際
に
表
装
し
や
す
い
か
た
ち
で
対
応
し
て

 

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

→
承
認

　

④ 

名
簿
発
行
に
つ
い
て
（
理
事
長
、
本
部
）

　

今
年
度
発
行
予
定
。
た
だ
し
、
発
行
の
形
態

な
ど
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

→
承
認

　

⑤ 

交
流
展
に
つ
い
て

今
年
度
の
三
国
展
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
開

催
の
交
流
展
は
開
催
し
た
い
。
そ
の
際
は
例
年

通
り
の
後
援
を
お
願
い
し
た
い
。

→
承
認　

６
記
載
省
略

❖

　

会
員
動
向

　

「
七
回
忌
追
善 

横
山
淳
一
展
」

　

の
開
催
に
つ
い
て

　

硯
心
会
理
事
長
も
務
め
た
横
山
淳
一
氏

(

14
期)
は
、
２
０
１
６
年
12
月
17
日
、
永

眠
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
急
逝
だ
っ
た
た

め
、
未
だ
に
そ
の
訃
報
さ
え
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
た

め
て
こ
こ
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

氏
は
１
９
４
３
年
４
月
12
日
に
高
知
市
で

生
ま
れ
、
高
知
県
立
高
知
大
手
前
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
東
京
学
芸
大
学
に
進
学
し
、
書

道
一
筋
の
生
涯
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
都
内
の

高
等
学
校
や
早
稲
田
大
学
、
専
修
大
学
、
昭

和
女
子
大
学
な
ど
で
後
進
の
育
成
に
あ
た
り

な
が
ら
、「
現
代
の
国
語
生
活
に
即
し
た
書
」

を
提
唱
し
て
自
詠
自
書
を
実
践
し
、
自
游
書

展
な
ど
を
主
宰
し
ま
し
た
。

　

本
年
12
月
13
日(

火)

～
18
日(

日)

、

東
京
銀
座 

鳩
居
堂
三
階
画
廊
に
て
「
七
回

忌
追
善 

横
山
淳
一
展
」
を
、
令
夫
人 

横

山
友
理
子
様(

25
期)

の
お
許
し
を
得
て
、

生
前
の
関
係
者
の
結
集
で
開
催
予
定
で
す
。

独
自
の
書
境
を
築
か
れ
た
横
山
淳
一
氏
の
遺

作
か
ら
厳
選
し
た
数
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
来
場
、
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
本
展
に
ご
賛
同
ご
協
賛
い
た
だ
け

る
方
に
は
、
趣
意
書
等
の
必
要
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
左
記
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
故
横
山
淳
一 

七
回
忌
の
香
華
に
代
え

て
、
ご
支
援
を
賜
り
た
く
、
紙
面
を
借
り
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　

 
 　

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　

　

 
 
 
 
(

財
前
謙 

記)

横
山
淳
一
展
事
務
局　

メ
ー
ル　

f
u
n
y
.
y
u
i
m
a
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m
 

電　

話　

０
９
０
丨
９
３
０
０
丨
６
３
７
６ 

        (

財
前)

「
七
回
忌
追
善 

横
山
淳
一
展
」

２
０
２
２
年
12
月
13
日(

火)

～
18
日(

日)

東
京
銀
座 

鳩
居
堂
三
階
画
廊

　

65
期
込
山
誉
実
が
個
展
を
開
催

第
一
回　

込
山
誉
実
書
展
ー
く
さ
む
す
び
ー

第
一
回　

込
山
誉
実
書
展
ー
く
さ
む
す
び
ー

２
０
２
２
年
２
月

２
０
２
２
年
２
月
1111
日
〜
２
月

日
〜
２
月
1313
日日

高
架
画
廊

高
架
画
廊　

　

こ
の
度
初
め
て
の
個
展
を
開
催
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
高
校
、
大
学
、
大
学
院
と
学
び

得
た
も
の
を
形
に
し
、
発
表
で
き
た
こ
と
嬉

し
く
思
う
と
同
時
に
、
こ
こ
ま
で
指
導
し
て

頂
い
た
先
生
や
先
輩
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
書
を
書
い
た
り
鑑
賞
し
味

わ
う
こ
と
の
喜
び
や
、
楽
し
い
気
持
ち
が
、

ご
来
場
頂
い
た
皆
様
方
に
少
し
で
も
伝
わ
れ

横
山
淳
一
氏
（
右
）
と
作
品
（
左
）



硯心会だより　第９号

(4)

　

各
硯
心
会
書
展
開
催
予
定

　

第
50
回
千
葉
硯
心
会
書
作
展

　

（
50
周
年
記
念
展
と
な
り
ま
す
）

　

場
所
：
千
葉
県
立
美
術
館

　

会
期
：
令
和
４
年
８
月
９
日
～
14
日

　

懇
親
会
・
祝
賀
会
：
未
定

　
　
　
　
　
　

（
状
況
を
み
て
慎
重
に
検
討
）

　
　
　
　
　
　
　
　

❖

　

展
覧
会
（
個
展
、同
期
展
）
の
開
催
予
告
、

開
催
報
告
、
出
版
等
の
情
報
を
事
務
局
・
草

津
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
で
返
事
が
な
い
場
合
は
お
手
数
で
す
が

郵
送
等
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次
号
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❖

　

訃
報

　

計
良
裕
佳
（
袖
石
）　
　

 

26
期

　

小
倉
正
俊
（
釣
雲
）　

 　

28
期

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

発 
 

行　

⦿
硯
心
会
本
部　

〠
１
８
４
―
８
５
０
１

　
　
　
　

 
 

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
４
―
１
―
１

　
　
　
　

 
 

東
京
学
芸
大
学　

加
藤
泰
弘
研
究
室

編　

集　

⦿
硯
心
会
事
務
局　

〠
１
２
４
―
０
０
１
１

　
　
　
　

 
 

葛
飾
区
四
つ
木
４
―
４
―
12　

草
津
祐
介

　
　
　
　

 
 

メ
ー
ル　

u
s
k
9
3
2
@
h
o
t
m
a
i
l
.co.jp

硯
心
会
HP　

h
t
t
p
:
/
/
k
e
n
s
h
i
n
k
a
i
.
g
r
u
p
o
.
j
p

硯心会ＨＰ

ば
幸
い
で
す
。（
込
山
誉
実
）

❖

　

11
期
真
下
京
子
が
個
展
を
開
催

真
下
京
子
近
作
展

真
下
京
子
近
作
展

ー
た
お
や
か
に
・
あ
で
や
か
に
ー

ー
た
お
や
か
に
・
あ
で
や
か
に
ー

２
０
２
２
年
３
月
８
日
（
火
）
～

２
０
２
２
年
３
月
８
日
（
火
）
～
1313
日
（
日
）

日
（
日
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
セ
プ
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
2121

　

出
会
い
と
別
れ
を
テ
ー
マ
に
「
日
頃
思
っ

て
い
る
こ
と
を
気
負
う
こ
と
な
く
表
現
し

た
」
近
作
を
展
示
。
群
馬
県
高
崎
市
在
住
の

染
色
家
・
吉
田
晴
子
氏
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
深
み
の
あ
る
赤
色
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
お
こ
な
っ
た
。
展
示
は
書
の
ひ
ろ

ば
（https://shonohiroba.jp/shodo-

news/20220309-1.html

）
か
ら
動
画
で

視
聴
が
可
能
。

❖

伊
東
参
州
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
が
開
催

伊
東
参
州
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

伊
東
参
州
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

併
催
第

併
催
第
2525
回
記
念
蒼
泉
会
書
展

回
記
念
蒼
泉
会
書
展

２
０
２
１
年

２
０
２
１
年
1212
月
７
日（
火
）～

月
７
日（
火
）～
1212
日（
日
）

日（
日
）

東
京
銀
座
画
廊
・
美
術
館

東
京
銀
座
画
廊
・
美
術
館

　

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
・
伊
東
参

州
収
集
の
書
画
55
点
、
遺
墨
６
点
が
展

示
さ
れ
た
。

　

同
展
開
催
に
あ
わ
せ
、
図
録
も
発
行

さ
れ
て
い
る
。
希
望
者
は
飯
森
由
実

（
13
期
）
ま
で
。
た
だ
し
、
在
庫
限
り
。

　


